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有
害
鳥
獣
を
供
養

家紋アロハに愛着

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間

で
あ
る
７
月
に
あ
わ
せ
て
３
日
、
大
島
地

区
保
護
司
会
と
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ

ん
が
町
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
大
島

庁
舎
前
で
は
、
法
務
大
臣
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
町
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
へ
の
理
解
を
深
め

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

周
防
大
島
町
で
は
毎
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
町
で
は
「
有
害
鳥

獣
捕
獲
事
業
」
に
よ
り
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
実
施
し
て

お
り
、
昨
年
度
捕
獲
さ
れ
た
鳥
獣
の
供
養
が
鳥
獣
供
養

碑
（
帯
石
観
音
下
・
昭
和
46
年
郡
猟
友
会
建
立
）
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
周
防
大
島
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協

議
会
、
大
島
郡
猟
友
会
、
Ｊ
Ａ
山
口
大
島
等
関
係
者
が

参
列
し
、
農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
に
捕
獲
さ
れ
た
鳥

獣
の
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
町
は
「
タ
ヌ
キ
」
の
生
息
地
で
あ
り
、
そ

の
農
作
物
被
害
も
多
く
、
捕
獲
実
績
も
こ
れ
ま
で
「
タ

ヌ
キ
」
が
主
で
し
た
が
、
近
年
、「
イ
ノ
シ
シ
」
の
生
息

も
確
認
さ
れ
、
農
作
物
被
害
、
捕
獲
数
に
お
い
て
も
毎

年
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
町
で
は「
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
」

に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
様
の
「
イ
ノ
シ
シ
被
害
・
出
没

情
報
」
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
情
報
提
供
先
／
農
林
課
ま
た
は
、
最
寄
の
総
合
支
所

社会を明るくする運動

　

自
分
の
家
の
家
紋
を
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
染
め
抜
き
、
移

民
の
歴
史
や
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め
よ
う
と
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
体
験
は
日
本
ハ
ワ
イ

移
民
資
料
館
（
西
屋
代
）
や
服
部
屋
敷
（
下
田
）
な
ど
８

月
ま
で
に
５
回
開
催
さ
れ
、
限
定
１
０
０
着
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
が
作
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

６
月
11
日
と
25
日
に
日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
で
開
催

さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
型
紙
作
り
か
ら
染
料
の

刷
り
込
み
、
湯
通
し
な
ど
本
格
的
な
染
め
物
の
手
順
を
体

験
。
く
っ
き
り
と
白
抜

き
さ
れ
た
家
紋
入
り
の

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
参
加

者
は
満
足
し
た
様
子
で

し
た
。


